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等
と
出
鱈
目
を
吹
い
て
、
暗
に
虐
待
防
止
策
を
施
し
て
置
く
元
氣
者
も
有

る
、
此
外
に
猶
、

箱
か
き
／
＼
と
軽
蔑
す
る
な
、
是
で
も
ヴ
イ
ナ
ス
（
美
の
神
）
の
寵
兒

何
だ
此
野
郎
柳
の
毛
虫
、
彿
ひ
落
せ
ば
又
す
が
る

等
が
有
る
、
高
い
磐
で
は
云
は
れ
な
い
が
、
何
を
く
よ
／
＼
の
替
唄
に
「
何

を
く
よ
／
＼
川
端
玉
章
、
金
の
た
ま
る
を
見
て
暮
す
」
と
云
ふ
の
が
有
る
、

作
者
の
名
は
つ
い
逸
し
た
が
、
流
石
に
傍
若
無
人
の
連
中
も
、
此
ば
か
り
は

こ
ん
な

敬
意
を
彿
つ
て
胡
魔
化
し
て
歌
つ
て
る
さ
う
な
、
可
愛
い
所
は
斯
療
所
に
有

る
ん
で
す
。

依
嘱
製
作
凱
旋
門

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(316
頁
）
に
も
記
事
が
あ
る
が
、

『
美
術
新
報
』
第
四
巻
第
十
九
号
（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
十
日
）
は
一
層
詳
し

く
こ
れ
を
伝
え
て
い
る
。

0
上
野
の
凱
旋
門
上
野
黒
門
口
凱
旋
門
は
十
一
月
二
十
二
日
霊
代
を
組
立

て
十
二
月
十
三
日
建
物
及
装
飾
の
全
部
を
竣
成
し
、
夫
よ
り
三
日
間
に
て
上

部
の
置
物
勝
利
神
獅
子
及
陸
海
軍
人
立
像
を
製
作
し
、
十
五
日
を
以
て
悉
皆

工
を
終
た
る
を
以
て
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
落
成
除
幕
式
を
畢
行
し
た
る

が
、
右
凱
旋
門
は
高
五
十
尺
幅
四
十
八
尺
奥
行
十
四
尺
道
高
き
幅
共
二
十
四

尺
に
し
て
、

全
整
の
設
計
は
美
術
學
校
教
授
エ
學
士
古
宇
田
宜
氏
の
握
嘗
に

成
り
、
上
部
置
物
中
央
軍
神
と
馬
四
頭
車
嚢
、
金
鶏
、
四
隅
獅
子
等
は
美
術

學
校
の
塑
造
科
に
て
原
型
を
造
り
、
内
部
の
天
井
装
飾
平
和
の
女
神
は
美
術

學
校
教
授
岡
田
三
郎
助
氏
主
任
と
し
て
小
林
萬
吾
氏
之
を
助
け
、
正
面
左
右

回

顧

片

々

〔
中
略
〕

中
學
を
終
へ
て
田
舎
か
ら
出
て
来
た
計
り
の
僕
は
君
逹
も
そ
う
だ
っ

た

ら

う

が

非

常

に

美
校
入
學
に
憧
れ
て
ね
、
ど
う
し
て
も
入

っ
て
や
ら

う
と
頑
張
っ
た
。
其
年
の
卒
業
製
作
展
を
見
に
行
っ
た
が
不
思
議
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
二
つ
程
の
ス
テ
ー
ン
ド

・
グ
ラ
ス
の
圏
案
で
、
そ
れ
が
何
時
ま

で
も
感
銘
深
く
、
宜
に
印
象
的
で
今
で
も
不
思
議
に
脳
裡
を
離
れ
な
い
か
ら

お
か
し
い
ね
。
そ
れ
が
富
本
憲
吉
君
の
卒
業
製
作
だ
。

営
時
は
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
全
盛
時
代
で
よ
く
外
國
雑
誌
等
に
あ
る
あ
の

⑦

学
生
生
活

廣
川
松
五
郎
（
談
）

の
陸
海
軍
人
は
新
海
竹
太
郎
氏
の
原
型
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
全
謄
ク
ラ
シ

ッ
ク
式
に
よ
れ
り
と
。

0
上
野
凱
旋
門
の
天
井
装
飾
美
術
學
校
洋
甕
科
の
擦
任
に
て
、
数
授
岡
田

三
郎
助
氏
の

立
案
下
綸
に
成
り
、
小
林
萬
吾
氏
外
學
生
十
七
人
査
夜
兼
行
に

て
描
き
上
げ
金
鶉
を
置
き
し
も
の
な
る
が
幅
二
間
長
六
間
の
天
井
に
布
代
紛

具
代
に
て
研
究
的
に
引
受
け
し
も
の
な
り
と
い
ふ
。
其
岡
柄
は
左
右
前
後
に

女
神
を
現
は
せ
し
も
の
に
て
、
左
方
の
中
央
に
は
地
球
を
掌
上
に
載
せ
た
る

名
餐
の
女
神
を
盟
き
雨
側
に
忠
質
親
和
の
二
神
を
現
は
し
、
忠
宜
の
神
に
は

犬
を
添
ふ
。
左
方
の
中
央
に
は
勝
利
の
女
神
月
桂
冠
を
手
に
し
て
起
ち
、
平

和
と
融
和
の
二
神
を
従
へ
、
平
和
の
神
は
其
手
の
果
物
を
鳩
の
吸
ば
ま
ん
と

す
る
所
を
示
し
、
融
和
の
紳
は
痢
夙
を
携
へ
、
前
後
に
は
人
道
と
公
正
と
を

示
せ
り
。
猶
天
井
の
四
圏
に
は
樫
樹
と
撒
撹
樹
の
枝
葉
を
饒
ら
せ
り
。
全
罷

希
服
神
話
に
基
き
し
も
の
な
り
と
。
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ハ
イ
カ
ラ
な
色
調
が
何
と
も
言
へ
ず
美
し
か
っ
た
。
二
三
年
前
富
本
氏
に
此

の
話
し
た
折
言
は
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
ス
テ
ー
ソ
ド

・
グ
ラ
ス
は
附
た
り
で

主
と
し
て
室
内
装
飾
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
主
要
作
品
だ
っ
た
と
言
ふ
。
少
年

の
僕
に
そ
ん
な
地
味
な
製
圏
は
全
然
記
憶
に
の
こ
ら
ず
、
新
様
式
で
パ
ッ
と

し
た
そ
の
ス
テ
ー
ン
ド
・

グ
ラ
ス

し
か
印
象
に
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
君

逹
を
指
導
す
る
上
に
も
反
省
さ
せ
ら
れ
る
面
白
い
腔
験
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
。

明
治
舟
八
年
、
入
學
し
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
。
落
第
と
思
ひ
込
ん
で
ゐ
た

ん
だ
か
ら
。

第
一
學
期
の
質
習
は
全
郡
毛
筆
霊
の
お
稽
古
。
僕
は
全
然
妙
に
穂
の
長
い

毛
筆
と
言
ふ
も
の
を
使
っ
た
事
が
な
か
っ
た
の
に
同
級
生
は
皆
宜
に
う
ま

い
。
す
つ
か
り
悲
観
し
て
、
何
時
に
な
っ
た
ら
あ
ん
な
に
描
け
る
か
と
焦
燥

し
て
ゐ
た
。
こ
ん
な
具
合
だ
っ
た
か
ら
質
に
よ
く
努
め
た
。
死
物
狂
ひ
で
勉

強
し
た
よ
。
今
で
も
思
ひ
出
す
と
頬
に
紅
潮
を
感
じ
る
。

〔
中
略
〕

上
級
生
の
誰
か
知
ら
ん
が
、
瑕
張
い
つ
ば
い
に
木
炭
で
漫
聾
を
軍
早
い
て
あ

っ
た
の
を
見
た
。

島
田
〔
佳
突
〕
・

千
頭
〔
庸
哉
〕
・

小
場
〔
恒
吉
〕
•

竹
内
〔
久
一
〕
等
の
諸

先
生
の
顔
が
宜
に
特
長
横
溢
で
輩
純
な
線
で
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
才
能
の
あ
る
者
の
仕
業
で
あ
る
と
思
っ
た
ん
だ
が
、
ど
う
し
て
も
今

で
も
そ
れ
が
上
級
生
の
誰
れ
の
仕
業
か
わ
か
ら
ず
し
ま
ひ
だ
。

明
治
四
十
年
の
火
事
の
時
僕
は
谷
中
の
下
宿
屋
に
住
ん
で
ゐ
た
ん
だ
が
、

い
つ
も
の
様
に
歩
い
て
登
校
す
る
と
：
・
…
門
の
中
に
學
校
が
無
い
。
こ
れ
に

は
驚
い
た
。
原
つ
ば
に
ブ
ス

ー
＼
＼
残
骸
が
燻
つ
て
ゐ
る
。
金
庫
ば
か
り
が
ぽ

つ
ね
ん
と
そ
の
中
に
黒
い
姿
を
見
せ
て
ゐ
る
。
藤
島
武
二
先
生
が
礎
石
の
上

に
立
っ
て
憫
然
と
し
て
…
…
長
身
で
ワ
イ
ル
ド
ネ
ク
タ
イ
を
風
に
な
び
か
せ

乍
ら
…
…
美
し
い
先
生
だ
な
と
思
っ
た
。

僕
逹
は
数
務
室
と
思
は
れ
る
燒
跡
で
、
入
學
試
験
の
際
添
へ
て
出
し
た
各

自
の
窟
員
を
稜
見
し
半
焦
げ
の
肖
像
を
棒
の
先
き
で
掘
り
営
て
4

一
種
の
感

傷
に
打
た
れ
て
居
た
。
此
の
時
の
僕
の
感
銘
は
敷
十
首
の
短
歌
と
な
っ
て
嘗

時
の
校
友
會
雑
誌
に
出
た
筈
だ
か
ら
序
で
の
折
文
庫
で
詔
ん
で
呉
れ
給
へ
。

何
で
も
故
小
山
内
薫
氏
が
（
営
時
誼
賣
記
者
）
火
事
の
三
面
の
種
を
取
り
に

束
た
の
を
登
え
て
ゐ
る
。

燒
け
た
校
舎
は
前
の
教
育
博
物
館
の
建
物
だ
が
其
講
堂
に
は
忘
れ
難
い
も

の
が
あ
る
。
薄
暗
い
、
陰
氣
な
部
屋
で
あ
っ
た
が
懐
し
い
。
片
隅
に
置
い
て

あ
っ
た
久
米
〔
桂
一
郎
〕
さ
ん
の
解
剖
學
用
の
骸
骨
の
白
い
無
氣
味
さ
、
そ

し
て
合
田
洞
先
生
の
佛
蘭
西
語
の
講
義
等
々
。

あ
る
時
文
藝
部
で
こ
の
講
堂
で
講
演
會
を
開
い
た
事
が
あ
る
。
慮
が
裳
の

諧
演
者
で
あ
る
岩
野
泡
鳴
が
一
時
間
た
つ
て
も
未
だ
来
な
い
。
皆
が
騒
ぎ
出

す
。
委
員
は
す
つ
か
り
困
り
果
て
4

ゐ
た
時
、
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
岡
本

一
平
が
チ
ョ
ー
ク
で
黒
板
の
上
に
一
筆
描
き
を
お
目
に
か
け
ま
す
、
と
ば
か

り
矢
庭
に
鳥
や
動
物
の
略
書
を
描
い
た
も
ん
だ
。
そ
れ
が
官
に
う
ま
い
。
皆

〔機
〕

驚
い
て
し
ま
っ
た
。
時
間
つ
な
ぎ
に
こ
れ
で
氣
轄
を
き
か
し
た
一
平
さ
ん
は

遂
に
後
年
こ
の
才
能
を
大
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
學
生
時
代
か
ら
天
稟
が

あ
っ
た
ん
だ
ね
。

市
川
左
園
次
の
新
劇
運
動
ー

自

由
劇
場
、
そ
れ
か
ら
藝
術
座
、
こ
の
新

興
劇
壇
の
接
頭
と
私
の
青
春
期
と
は
二
つ
に
切
り
離
せ
な
い
。
ス
バ
ル
や
三

田
文
學
振
を
自
任
し
て
居
た
僕
は
小
山
内
さ
ん
の
仕
事
に
傾
倒
し
て
居
た
ん

だ
ね
。
其
最
初
の
旗
上
げ
は
本
郷
座
の
ボ
ル
ク
マ
ソ
だ
が
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
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〔孝
〕

既
に
し
て
私
は
上
級
生
で
あ
っ
た
。
校
友
会
委
員
は
同
期
の
田
辺
考
次

〔
学
〕

（故）
、
川
路
誠
（
号
柳
虹
）
、
私
の

三
名
で
、
次
回
に
開
催
す
べ
き
文
芸
部

〔
上
略
〕

〔
編
者
註
I

右
文
中
、
梅
原
龍
三
郎
の
帽
子
を
真
似
し
た
広
川
、
川
路
、
高
村
、

田
辺
ら
は
い
ず
れ
も
校
友
会
文
学
部
の
中
心
メ
ン
バ

ー
で
あ
っ
た
。
広
川
は
梅
原
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
記
し
て
い
る
〕

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号
。
昭
和
十
五
年
十
月
）

彰
記
）

〔
下
略
〕

ク
の
タ
ソ
タ
ヂ
ル
の
死
の
有
架
座
公
演
の
時
は
徹
夜
で
ポ
ス
タ

ー
を
作
っ

た
。
木
綿
の
上
に
模
様
を
染
料
で
型
附
し
た
り
す
る
ん
だ
か
ら
一
枚
仕
上
げ

る
に
大
愛
な
勢
力
だ
。
徹
夜
組
の
中
で
は
今
の
早
大
教
授
今
和
次
郎
、
家
具

屋
の
梶
田
恵
、
圏
案
家
齋
藤
佳
三
な
ど
が
居
る
。

初
日
に
有
楽
座
へ
連
見
す
る
の
に
慶
應
の
文
學
部
で
は
御
大
の
永
井
荷
風

ま
で
が
若
返
つ
て
左
園
次
の
名
を
染
め
抜
い
た
そ
ろ
ひ
の
手
拭
で
出
掛
け
る

趣
向
と
噂
に
聞
い
た
の
で
「
美
校
何
ぞ
負
け
ん
や
」
の
茶
目
盛
り
、
僕
の
案

で
皆
が
紅
い
土
耳
古
帽
を
か
ぶ
つ
て
出
掛
け
、
有
楽
座
の
見
物
席
を
大
半
海

〔
博
〕

老
茶
い
ろ
に
彩
っ
て
喝
采
を
拍
し
た
も
の
だ
。
ト
ル
コ
帽
は
一
個
二
十
二
錢

也
、
ボ
ー
ル
紙
に
更
紗
を
張
り
、
毛
絲
の
房
を
附
け
た
も
の
だ
。

石
山

帽
子
の
話
が
出
た
か
ら
附
け
加
へ
よ
う
。
ル
ノ
ア

ー
ル
の
愛
弟
子
で
蹄
朝

前
か
ら
評
判
だ
っ
た
梅
原
龍
三
郎
氏
（
帝
国
時
＿
艮
三
郎
）
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
蹄

っ
た
嘗
時
の
ド
ン
フ
ァ
ン
型
の
美
男
子
振
り
、
あ
の
黒
ラ
シ
ャ
の
つ
ば
廣
帽

〔
虹
〕

子
、
こ
れ
を
早
速
員
似
し
た
の
が
僕
、
更
ら
に
そ
の
模
倣
者
に
川
路
柳
紅

・

高
村
豊
周

・
田
邊
孝
次

・
文
人
室
生
犀
星
な
ど
が
あ
る
。
（
闘

・
三

講
演
会
の
人
選
に
か
か
る
。
時
の
新
帰
朝
者
三
名
を
選
ん
で
与
謝
野
寛
、
有

島
生
馬
、
梅
原
龍
三
郎
（
当
時
良
三
郎
）
と
し
た
。
品
川
御
殿
山
（
？
）
に

梅
原
氏
を
訪
ね
て
お
願
に
ま
か
り
出
た
の
は
正
服
金
ボ
タ
ソ
の
筆
者
で
あ

る
。
演
題
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
小
説
『
知
ら
れ
ぬ
傑
作
』
の
梗
概
、
有
島
氏
の

題
は
当
時
セ
ザ
ン
ヌ
通
を
以
て
目
さ
れ
た
人
と
し
て
当
然
な
『
ポ
ー
ル

・
セ

ゼ
ン
ヌ
』
で
あ
っ
た
。

後
年
：
…
•
東
京
美
術
学
校
長
の
最
後
の
人
今
の
学
長
上
野
直
昭
さ
ん
が
就

任
と
同
時
に
梅
原
さ
ん
を
学
校
へ
引
ば
つ
て
来
た
と
世
の
人
は
云
う
が
、
昔

の
昔
の
大
む
か
し
、
フ
ラ
ソ
ス
と
申
さ
う
よ
り
ル
ノ
ア
ー
ル
の
工
房
か
ら
帰

っ
た
ば
か
り
、
ま
だ
ほ
ん
と
の
日
本
語
が
ロ
ク
に
使
へ
な
か
っ
た
氏
を
初
め

て
学
校
の
大
講
堂
の
ス
テ
ー
ヂ
に
引
張
つ
て
来
た
の
は
、
か
く
申
す
筆
者
で

あ
る
。
〔
下
略
〕

（
「
追
想
の
自
画
像
（
断
片
）
」
『
東
京
美
術
学
校
沿
革
略
』
昭
和
二
十
七
年
。
）

〔
編
者
註
ー
右
文
中
の
新
帰
朝
者
に
よ
る
講
演
会
は
大
正
三
年
二
月
十
四
日
開
催

で
、
講
演
者
は
水
谷
鉄
也
を
加
え
て
四
名
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
広
川
、
田
辺
、

川
路
は
卒
業
し
て
研
究
科
在
学
中
で
あ
り
、
校
友
会
委
員
は
辞
し
て
い
る
。
〕

第 2章 制度改革期 328 


